
こんにちは。笹の墓標展示館 再生実行委員会です。
北海道、朱鞠内の旧・光顕寺は戦中の強制労働による死者を弔いその位牌を安置してきました。 その後
笹の墓標展示館となり、日本でもほとんど唯一の戦争と植民地支配の歴史を伝える展示館として東アジア
の人々の出会いと共同の学びの場をつくってきました。2019 年、建物倒壊のおそれのため再建をめざす
実行委員会を発足しました。このニュースレターではみなさまに再生のための活動やその他の情報を定期
的にお伝えしていきます。どうぞよろしくお願いします！

笹の墓標展示館再生・和解と平和の森を創
る支援募金は 7 月 18 日、募金開始から約
半年で目標の半分にあたる 1,500 万円を突
破しました。
９月現在では約 1,400 名の方々から募金を
いただき 1,700 万円に達しました。
募金は北海道から沖縄まで日本各地から届
いております。
また韓国でも 1,000 万円を目標とした募金
活動の準備に入っており、支援の輪が大きく
広がっています。引き続き皆様のご協力をお
願いいたします。

7 月 24 日から田中館長の指揮で始まった旧
光顕寺・笹の墓標展示館の解体作業が 26
日に終了しました。コロナ禍のため最小人数
で作業は行なわれました。更地になった本
堂跡、ここにどのような絵を描くのか、この
地で眠った犠牲者の追悼を全うできるよう、
皆さんと語り合いたい。是非この地を訪れ
ゆっくり眺めてください。

8 月 15 日　一乗寺、殿平善彦住職の読
経のもと、帝国砂白金雨竜鉱で犠牲になっ
た朝鮮人 2 名、日本人 2 名の追悼法要が
行なわれました。1978 年 8 月 10 日、豪
雨の中、発掘が行なわれ 2 名の遺骨が発
掘されました。以来 42 年間、地元の方
が笹刈りをしてくださり、お盆の夕方に欠
かさず追悼の読経が続けられてきました。
墓標は朝鮮の故郷に向けて建てられていま
す。発掘時は 20 代、30 代だった青年も
今や 60 代、70 代となりました。

雨竜ダム、名雨線鉄道工事の犠牲者約
250 人のうち、日本人犠牲者は 200 人に
上ります。
1980 年代に日本人犠牲者の遺族調査が
進み、4 人の遺族にご遺骨が返還されまし

募金総額　目標の半分超え　
      1,700 万円を突破

旧光顕寺・笹の墓標展示館　
解 体

鷹泊帝国砂白金雨竜鉱　
犠牲者法要

日本人犠牲者の遺族に
連絡すすむ

朱鞠内 秋の集い
強制労働犠牲者追悼会

旧光顕寺報恩講
犠牲者・物故者追悼法要

日時 ：2020 年１０月 24 日 ( 土）
         午前 10 ：30 〜午後 3 ：００
場所 ： 北海道雨竜郡幌加内町朱鞠内
         「まどか」駐車場に集合
内容 ：追悼会 ・法要 ・ 交流会など
主催 ：東アジア市民ネットワーク
        笹の墓標展示館再生実行委員会
参加費 ：１０００円（昼食、献花代）

当日は、マスク着用をお願いします。
お弁当の準備がありますので、参加希望
の方は　事務局 星野孟 までご連絡を。
Eメール tomutomu@an.wakwak.com
電話090-3119-4357　
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再生計画にむけての願い
❶ 新たな展示館の建物を建築したい。
❷ 新たな建物には犠牲者の遺骨と位牌など死者を追悼し
    顕彰する場を設けたい。
❸ 朱鞠内の強制労働の歴史をはじめ、日本各地の強制労   
    働の歴史を展示できるようにしたい。
❹ 東アジアの人々が交流し、語り合い、国境を越えた出
    会いが続けられる場でありたい。
❺ 境内地に和解と平和の願う記念碑、彫像などを建立し、
    東アジアの平和を発信する拠点にしたい。

た。1997 年の日韓共同ワークショップ以
後韓国への返還は進みますが、日本人犠
牲者の遺族は発見されずにきました。
6 月下旬から日本人遺族の調査を再開し、
60 人余に手紙を書きました。その結果、
最近、2 組のご遺族と連絡が取れました。
80 年ぶりの遺骨返還が実現するかもしれ
ません。

今年 1 月から横たわったままになっていた笹の墓標展
示館。重機で３日間にわたって作業をしました。

ごくろうさまでした！ 田中富士夫さん、菊地登さん、
森田惣一さん、金英鉉さん、星野孟さん、森田良子
さん、山口久美子さんがご参加くださいました。

（写真：左より菊池登さん、田中富士夫館長）

みなさん早くここに戻ってきてください、と語りかけて
くるような風景です。

しめきり
10月15日

おしらせ



1997 年　ワークショップの思い出    金 正姫       
1997 年北海道で遺骨発掘のワークショップがあると聞いた時、
迷うことなく参加を決めた。それにはふたつ理由がある。
ひとつは高校時代に読んだ本の一節－

「死ぬまでに帰りたい　死んだら　骨になっても帰りたい」
なんの本だったか、著者が誰か、それすら覚えていないのに、そ
の言葉は胸に深くつきささり、いつまでも生々しく息づいていたの
だ。
もうひとつは九州・小田山墓地での光景－
炭鉱で働かされていた朝鮮人が、解放直後、一刻も早く故郷に帰
りたいと船をだしたが水難事故で亡くなり、近辺の岸辺に打ち上
げられた。その数 100 名ほど。
哀れに思った地元の方々が手厚く共同墓地の一画に葬り、ずっと
供養をしてくださっている。ありがたいことと手を合わせながら、
でも…　やるせない気持ちになったのだった。

－なんでここにいるの？
－帰りたかったんだよね？

このふたつの記憶が私を突き動かしたのだった。
この手で遺骨を掘りおこし、その声に耳を傾け、故郷に戻してさし
あげるのだと。
実際、遺骨発掘に参加してみて、とにかく肉体的にしんどかったこ
とをよく覚えている。
固いかたい地面にスコップを入れること、重たい土塊を運ぶこと…　
強制労働の追体験というには比べ物にならないかもしれないが、
このやわな自分には、わずかながらも想像するよすがとして刻み込
まれたように思う。

「笹の墓標展示館・旧光顕寺」はこれまで東アジア共同ワークショップ
の活動拠点として出会いと学びの場を提供してきました。1997 年から
続くワークショップの残してきた意義を知ってもらうため、参加者に思い
出を綴ってもらいます。第一回目は、97 年、いちばん最初のワークショッ
プに参加した金正姫さんに寄稿していただきました。
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そして雨－
とにかく雨がよく降った。
せっかく掘り進んだ穴に水
が溜まって、大雨が肩を打
ちつける中、バケツで汲み出したこともよく覚えている。
掘ってもほっても遺骨に出会えない－　そんな焦燥感もあった。
結局じぶんが担当しているグリットからは遺骨は見つからなかっ
た。参加理由のこの手で遺骨を！　というのはかなわなかったけれ
ど… 新たに大切なものを手にしたと思う。
それは…　月並みな言い方だが、人との出会い。
この 1997 年ワークショップでの出会いから得たものが、どれだけ
大きく多く深いものか…
初めて参加したとき、自分にとっては「韓国」「日本」「在日」の
枠がとても重要な意味を持つものだった。
自分は「在日」で「韓国」からくる人たちと仲間になりたいという
目的があった。

『アンケート事件』という両国の歴史認識の違いがあらわになる事
柄も起き、自分は「韓国」側でありたいと思った。
しかし、ワークショップも回数を重ね、経験も重ねてくると、そん
な考えがだんだんと意味をなさなくなってきた。
寝食をともにし、共同作業をする中で、個人と個人が出会う。

「在日」はたしかに私の一部だけれど、その一つをもって私のすべ
てが語りつくせるわけではない。
そして…　目の前にいる

「あなた」もそう。
出会って、一緒に泣い
て、 笑って、 悩んで、
そこで初めて「あなた」
に会える。
こんな風に思えるよう
になったのも、ワーク
ショップ効果の一つで
ある。
20 数年の間にどれだ
け多くの「あなた」に出会ったことだろう。
ふだんは会えないけれど、その「あなた」が自分の場所で懸命に
闘い生きていることが今の自分の励みになっている。
心からの感謝とエールを。

「ありがとうございます。また朱鞠内で会おう！」
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あなたもワークショッ
プの思い出を寄稿し
ませんか？笹の墓標・
再生の活動の一環と
して、東アジアワーク
ショップを広く知って
もらうためのコラムで
す。詳しくはホームペー

ジをご覧ください。
sasanobohyo.com

→よびかけ人→ワーク
ショップ思い出募集

1997 年ワークショップの一場面。右奥の建物が旧光顕寺・笹の墓標展示館。 
コラムすべての写真提供：金正姫さん

（左）雨の中の遺骨発掘作業。
（下）遺骨が発掘されたその場で、
追悼儀式が行われた。9 日間に
わたる共同作業で、4 体の遺骨
を発掘した。

ワークショップ最終日の夜。 ９日間寝食を共にした仲
間たちとキャンプファイヤーを囲んで

展示館内は毎晩のように歌と踊りで盛り上がった。
（左：金英丸さん　右：金正姫さん）

東アジア共同ワークショップ
の　お　も　い　で

よびかけ人に なりませんか
よびかけ人は、自ら募金に応じるとともに、周りの方々に募金を進め
てくださるため名前を掲載することを承諾してくださる方です。再建に
関してのご意見もいただきたい。ただいま、第３次よびかけ人の募集
をしています。締め切りは 12 月 10 日（木）です。ワークショップ
に参加されたことのある方全員に、ぜひよびかけ人になっていただき
たい。事務局までご連絡を！ 　info@sasanobohyo.com


